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Abstract: We argue the theorem of ugly duck by S. Watanabe to think about the affmity, so that the multivariate 
analyses, especially Hayashi's quantification methods, are discussed. The usage of the Phylogenetic point of 
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ていくのであるー すなわちd(x,y)と 0 である．この汎 
関数に対する要請は， 距離の 3 公理といい,次の 3つで
ある. 
d(x,y)=d(y,x) 




































合（0と 1という 2進数一桁で表される）だと,これは 2 


























領域ただ 1つに対応する命題のことである。形容詞が 2 
つの場合これは 4 つある すなわち ”ひv B), 
A A -1B, -IAAB, AAβである．これらの 4つの原
子命題のうち（異なる）2つから作られる選言（2位の述
語という）は6つある.それは A, β， 』, ,β， 
（ん、”B)v6』A B),,伽A-iB)V(,AAB》 である 
最後から2つめは排他的論理和である．原子命題3つの選
言（3位の述語）は4つで，AvB,-1A v -1B,A vlβ， 
-1A v B となる．以上 14 個に,恒真命題ロ と恒偽命題
＠ を加えた 16 個の命題はブール束を作っている．これ 
ら ジャカール指標 
コサイン指標 





さてここで 4 つの個物の中からどの 2 つをとっても， 
その 2 つの個物に共通に当てはまる形容詞の数，すなわち 
Iの数は同じで，16 個の拡張された形容詞中の 4 つであ
ることが表を書いてみればわかる．16 個の拡張された形
容詞に当てはまるか当てはまらないかを順に記して，個物
を 16 桁の 2 進数として表せるということである．という
ことは 4 つの個物の中から任意に選んだ 2 つの個物間の








部で 4 つの命題が 2つの個物に共通に真となるというわ
けである． 











































析の時, 個体を表すN桁の 2 進数に対してサンプルスコ
アという実数値を与えるものだと言ってよい． 
一方, 数量化狙類は，数量的変数の場合の主成分分析に
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